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赤
い
絨
毯
を
踏
む
人

自
民
党
の
「水
の
安
全
保
障
研
究
会
」

の
外
部
委
員
お
よ
び
報
告
書
策
定
委
員

を
拝
命
し
た
お
か
げ
で
、

テ
レ
ビ
で
し

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
物
政
治
家

や
国
会
議
員
の
先
生
を
間
近
に
見
て
、

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

水
曜
日
、

早
朝
８
時
か
ら
党
本
部
で

質
疑
応
答
が
面
白
い
。

あ
る
先
生
は

酒
々

（と
う
と
う
）
と
持
論
を
述
べ
質

問
を
忘
れ
る
。

ま
た
、

あ
る
先
生
は
意

味
不
明
の
質
問
や
、

数
値
や
固
有
名
詞

を
何
回
も
確
認
す
る
先
生
も
い
る
。

数
値
や
固
有
名
調
を
確
認
さ
れ
る

と
、

「な
ん
と
熱
心
な
国
会
議
員
だ
」

と
感
心
す
る
が
、

先
生
は
そ
の
後
の
自

分
の
後
援
会
で
、

そ
の
数
値
や
固
有
名

詞
を
上
げ
、

如
何
に
上
下
水
道
に
関
心

が
あ
る
か
を
述
べ
る
。

こ
れ
を
３
回
位

繰
り
返
す
と
、

す
べ
て
自
分
が
考
え
た

こ
と
の
よ
う
に
聴
衆
に
語
り
か
け
る
。

中
に
は
１
回
で
完
肇
に
覚
え
る
国
会
議

員
も
い
る
。

「他
人
か
ら
聞
い
た
良
い

こ
と
は
、

す
べ
て
自
分
の
考
え
」
で
あ

る
。

国
会
の
赤
い
紋
毯
を
踏
む
人
は
、

こ
の
特
技
が
必
須
で
あ
る
。

中
川
昭

一
先
生
は
メ
モ
魔
で
あ
る
。

特
に
数
値
は
完
壁
に
書
き
込
ん
で
い

る
。

さ
ら
に
そ
の
数
値
を
複
数
の
人
に

聞
い
て
確
か
め
、

ま
た
出
典
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

講
演
の
前
に
よ
く
数
値

の
確
認
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
。

元
銀

行
マ
ン
の
先
生
、

数
値
の
怖
さ
や
、

大

臣
を
し
て
い
た
時
の
発
書
の
大
き
さ
が

身
に
し
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

中
川
昭

一
先
生
の
凄

い
と

こ
ろ

は
、

講
演
で
は
、

原
稿
は

一
切
見
な
い
で
長
時
間
話

す
こ
と
で
あ
る
。

用
意
周
到
な
準
備
を

し
た
上
で
、

公
衆
の
面
前
で
は
、

「原

稿
を
見
な
い
で
聴
衆
の
顔
を
見
て
熱
く

語
り
か
け
る
」
こ
の
特
技
も
、

赤
い
繊

毯
を
踏
む
人
に
は
必
須
で
あ
る
。

国
会

議
員
、

な
る
の
も
大
変
、

な

っ
て
も
大

変
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
、

（グ
ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ
ャ
パ

・

ン
代
表
）

開
催
さ
れ
る

ほ
と
ん
ど
満

席
で
あ
る
。

国
会
議
員
の
先
生
を
観
察

す
る
と
、

熱
心
に
メ
モ
を
執
る
議
員
、

タ
バ
コ
の
吸
い
穀
だ
け
が
増
え
る
議
員

（会
議
室
は
禁
煙
で
は
な
い
）
、

腕
を

組
み
目
を
閉
じ
て
い
る
議
員

（
考
え
て

い
る
の
か
、

休
ん
て
い
る
の
か
不
明
）

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。　

　
　
　
　
ヽ



講演 した吉村 代 表 (左)、高 崎教授 (中)と伊藤 准教授
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海老 江 名誉教授 伊藤 准教授

舞主ホ

会
学

協
大

レ
し

Ｓ

引
Ｐ
東

ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
凝
集
剤
普
及
協
会

（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
協
会
）
と
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
附
属
複
合
生
態
フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
は
１５
日
、

Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土
水
田
施
用
試
験
見
学
ジ
ア
ー
を
実
施
、

同
協
会
会
員
ら
約
４０
人
が
参
加
し
た
。

同
試
験

は
、

Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土
に
含
ま
れ
る
鉄
、

ケ
イ
酸
お
よ
び
原
水
に
白
来
す
る
有
機
物
が
、

水
稲
の
生
育
に
有
効
て
あ
る
と
と
も

に
、

水
田
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
低
減
す
る
作
用
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
、

同
大
学
大
学
院
の
伊
藤
豊
彰
准
教
授
ら
が

今
年
５
月
か
ら
実
際
の
水
田
国
場
で
行

っ
て
い
る
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
土
壌
土
質
の
違
う
宮
城
県
大
崎
市
の
同
セ
ン
タ
ー

（東
北
大

農
場
）
の
圃
場
、

山
形
県
鶴
岡
市
の
圃
場
、

大
崎
市
古
川
の
圃
場
の
３
カ
所
で
長
浜
水
道
企
業
団
か
ら
提
供
さ
れ
た
Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生

土
を
施
用
し
て
お
り
、

７
月
中
旬
現
在
の
稲
の
生
育
状
況
を
見
て
も
ら
う
た
め
見
学
会
を
実
施
し
た
。

水
稲
の
生
育
状
態
見
学

米
収
量
の
増
加
に
期
待

今
回
は
、　

一
般
の
農
家
か
ら

借
り
受
け
た
古
川
の
圃
場
を
見

学
、

国
場
を
６
×
４

・
５
済
む

と
に
区
切
り
、

そ
れ
ぞ
れ
３
０

０
区

（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土
を

３
０
０
ゼ
／
平
方
財
施
用
）
、

５
０
０
区

（
同
５
０
０
ゼ
／
平

方
財
施
用
）
、

無
施
用
区
と
し

た
３
区
画
が
４
列
並
ん
で
い
る

様
子
を
見
た
。

見
た
目
で
は
大
き
な
違
い
は

わ
か
ら
な
い
が
、

有
機
物
中
の

窒
素
に
よ
り
Ｐ
Ｓ
Ｉ
施
用
区
は

茎
の
数
が
若
千
増
え
、

葉
色
が

わ
ず
か
に
濃
い
傾
向
が
あ
る
と

，い
う
。

こ
れ
ま
で
の
小
規
模
な

実
験
で
は
１０
～
２０
％
程
度
の
玄

米
収
量
の
増
量
が
認
め
ら
れ
た

が
、

今
回
の
実
圃
場
で
の
収
量

は
収
穫
期
ま
で
確
認
で
き
な

い
。

な
お
、

メ
タ
ン
ガ
ス
低
減

効
果
に
つ
い
て
は
今
回
、

実
験

対
象
と
し
て
い
な
い
。

圃
場
の
見
学
の
あ
と
、

東
北

大
農
場
内
の
川
渡
共
同
セ
ミ
ナ

ー
セ
ン
タ
ー
で
講
演
と
パ
ネ
ル

デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
を
行

っ

た
。

講
演
で
は
伊
藤
准
教
授
が

今
回
の
試
験
の
概
要
や
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
概
要
を
紹
介
、

期

待
さ
れ
る
成
果
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

続
い
て
海
老
江
邦
雄
北
見
工

業
大
学
名
誉
教
授
を
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
伊
藤
准
教
授
、

高

崎
み
つ
る
石
巻
専
修
大
学
理
工

学
部
教
授
、

吉
村
和
就
グ
ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー

タ

。
ジ
ャ
パ
ン
代

表
が
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
し

た
。

高
崎
教
授
は
ケ
イ
酸
と
磯

焼
け
の
関
係
性
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

海
苔
や

牡
蛎
の
養
殖
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発

生
土
を
利
用
し
よ
う
と
、

今
年

８
月
か
ら
実
験
を
予
定
し
て
お

り
、

そ
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し

た
。吉

村
代
表
は
自
民
党
の

「水

の
安
全
保
障
研
究
会
」
の
経
過

等
を
報
告
し
た
ほ
か
、

グ
ロ
ー

斜

劉

弱

酎

困

到

目

羽

囲

副

劉

颯

況
な
ど
を
話
し
た
。

PSi発 生 土 を施 用 した大崎市古川 の圃場

水稲 の生 育状態 の説 明 を受 ける参加 者 ら


